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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発信端末及び着信端末間でメディアデータを送受信するためのメディアセッションを成
立させる呼制御サーバが実行するセッション情報複製方法であって、
　前記メディアセッションを成立させるための呼制御セッションにおいて、前記発信端末
及び前記着信端末とメッセージの送受信を行う送受信ステップと、
　前記呼制御セッションの実行に必要なセッション情報を生成するセッション情報生成ス
テップと、
　前記メッセージに含まれる、メディアデータの送受信方法を定義したメディア情報を監
視する監視ステップと、
　前記メディア情報の監視結果に基づいて、前記メディアセッションの成立又は不成立を
判断する複製判断ステップと、
　前記メディアセッションが成立する場合、前記セッション情報を複製し、少なくとも１
の他の呼制御サーバに送信する複製処理ステップと、
　を含むセッション情報複製方法。
【請求項２】
　前記複製判断ステップでは、前記監視ステップにおいて、前記発信端末から受信したメ
ディア情報の前記着信端末への送信を検出し、かつ、前記着信端末から受信したメディア
情報の前記発信端末への送信を検出すると、前記メディアセッションが成立したと判断す
る、請求項１に記載のセッション情報複製方法。
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【請求項３】
　前記メディア情報は、前記メッセージの受信側が前記メディアデータを送信すべき送信
先アドレスを含み、
　前記複製判断ステップでは、前記監視ステップにおいて、前記発信端末から受信した送
信先アドレスの前記着信端末への送信を検出し、かつ、前記着信端末から受信した送信先
アドレスの前記発信端末への送信を検出すると、前記メディアセッションが成立したと判
断する、請求項２に記載のセッション情報複製方法。
【請求項４】
　前記メディア情報は、前記メッセージの受信側が前記メディアデータを送信すべき送信
先ポート番号をさらに含み、
　前記複製判断ステップでは、さらに、前記監視ステップにおいて、前記発信端末から受
信した送信先ポート番号の前記着信端末への送信を検出し、かつ、前記着信端末から受信
した送信先ポート番号の前記発信端末への送信を検出すると、前記メディアセッションが
成立したと判断する、請求項３に記載のセッション情報複製方法。
【請求項５】
　特定のサービスを提供するサービスサーバに対して複数の特定アドレスを対応づけて格
納する特定アドレス格納ステップと、
　前記呼制御セッションにおいて、前記発信端末がメディアデータを送信すべき送信先ア
ドレスとして、前記複数の特定アドレスのうち第１特定アドレスを割り当て、前記着信端
末がメディアデータを送信すべき送信先アドレスとして、前記複数の特定アドレスから、
前記第１特定アドレスとは異なる第２特定アドレスを割り当てる送信先アドレス割当ステ
ップと、
　をさらに含み、
　前記複製判断ステップでは、前記監視ステップにおいて、前記発信端末に送信する送信
先アドレスが前記第１特定アドレスであり、前記着信端末に送信する送信先アドレスが前
記第２特定アドレスであることを検出すると、前記メディアセッションが成立したと判断
する、請求項３に記載のセッション情報複製方法。
【請求項６】
　前記他の呼制御サーバによる呼制御セッションの開始後から、前記呼制御セッションに
より制御されるメディアセッションの成立前までのいずれかの時点において、前記他の呼
制御サーバによる呼制御セッションの実行に必要なセッション情報を受信するセッション
情報受信ステップをさらに含む、請求項１に記載のセッション情報複製方法。
【請求項７】
　前記セッション情報受信ステップでは、前記他の呼制御サーバによる呼制御セッション
の開始時に、前記セッション情報を前記他の呼制御サーバから受信する、請求項６に記載
のセッション情報複製方法。
【請求項８】
　前記他の呼制御サーバによる呼制御セッションの状態を記憶する状態記憶ステップをさ
らに含む、請求項６に記載のセッション情報複製方法。
【請求項９】
　発信端末及び着信端末間でメディアデータを送受信するためのメディアセッションを成
立させる呼制御サーバであって、
　前記メディアセッションを成立させるための呼制御セッションにおいて、前記発信端末
及び前記着信端末とメッセージの送受信を行う送受信手段と、
　前記呼制御セッションの実行に必要なセッション情報を生成するセッション情報生成手
段と、
　前記メッセージに含まれる、メディアデータの送受信方法を定義したメディア情報を監
視する監視手段と、
　前記メディア情報の監視結果に基づいて、前記メディアセッションの成立又は不成立を
判断する複製判断手段と、
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　前記メディアセッションが成立する場合、前記セッション情報を複製し、少なくとも１
の他の呼制御サーバに送信する複製処理手段と、
　を含む呼制御サーバ。
【請求項１０】
　発信端末及び着信端末間でメディアデータを送受信するためのメディアセッションを成
立させるコンピュータが実行するセッション情報複製プログラムであって、
　前記メディアセッションを成立させるための呼制御セッションにおいて、前記発信端末
及び前記着信端末とメッセージの送受信を行う送受信ステップと、
　前記呼制御セッションの実行に必要なセッション情報を生成するセッション情報生成ス
テップと、
　前記メッセージに含まれる、メディアデータの送受信方法を定義したメディア情報を監
視する監視ステップと、
　前記メディア情報の監視結果に基づいて、前記メディアセッションの成立又は不成立を
判断する複製判断ステップと、
　前記メディアセッションが成立する場合、前記セッション情報を複製し、少なくとも１
の他の呼制御サーバに送信する複製処理ステップと、
　をコンピュータに実行させるためのセッション情報複製プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、セッション情報複製方法、セッション情報複製方法を実行する呼制御サーバ
及びセッション情報複製プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＷＷ（World Wide Web）による情報処理システムにおいては、例えばチケット購入サ
ービスなど、一つのサービスが複数のリクエストにまたがって処理される。この場合、各
リクエストがどのサービス処理状態に属するのかを明確にするために、セッションという
機能が用いられる。サーバは、予約済み及び支払い済みなどのサービス処理状態、利用者
のＩＤ（IDentifier）、住所、氏名、セッションＩＤなどのサービスで必要とされる情報
を、セッション情報として保持する。クライアントは、各セッションのＩＤをリクエスト
に付加してサーバに送信する。これにより、サーバは、サービス処理状態を復元すること
が可能となる。例えばユーザが一旦ブラウザでの処理を終了しその後再開する場合、終了
時のセッションＩＤに基づいてサービス処理状態を把握することで、既に入力した項目を
自動で復元することができる。また、復元したサービス処理状態に不整合が発生すること
を防ぐこともできる。
【０００３】
　このようなセッション機能を持つＷＷＷサーバの信頼性を上げるために、複数のWWWサ
ーバがセッション情報を共有する構成が普及している。例えば、特許文献１には、クラス
タを構成するすべてのアプリケーションサーバに各アプリケーションサーバのセッション
情報を持たせる構成が開示されている。いずれかのサーバに障害が発生した場合、セッシ
ョン情報を共有している他のサーバが継続処理を行う。
【０００４】
　また、近年、WWWと同じＩＰ（Internet Protocol）技術により電話機能を実現するシス
テムが普及している。このシステムにはＳＩＰ（Session Initiation Protocol）という
プロトコルが用いられており、ＳＩＰサーバ、発信端末及び着信端末間でメッセージを送
受信することで発信端末及び着信端末間のメディアセッションを成立させる。メッセージ
にはセッション情報が含まれており、複数のＳＩＰサーバはセッション情報を複製し共有
する。
【特許文献１】特開2006-146663号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、セッション情報はメッセージの送受信時に更新されるため、複数のＳＩＰサー
バは、メッセージを送受信する全てのタイミングでセッション情報を複製して共有する。
このようにセッション情報の複製はメッセージの送受信のたびに行われるため、複製処理
が頻繁に行われ、それに伴う処理の負荷が大きくなるという問題がある。
　特に網内発呼と呼ばれる呼接続形態では、端末とサーバとの間で仮のセッションを一旦
成立させ、その後何度かのメッセージの交換を経て、端末の間で通話に用いるメディアデ
ータを交換して通話が開始されるという手順を経る場合があり、上述の問題が大きい。
【０００６】
　そこで、本発明は、セッション情報の複製に伴う処理負荷を軽減することが可能な技術
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　発信端末及び着信端末間でメディアデータを送受信するためのメディアセッションを成
立させる呼制御サーバが実行するセッション情報複製方法であって、以下のステップを含
む。
・前記メディアセッションを成立させるための呼制御セッションにおいて、前記発信端末
及び前記着信端末とメッセージの送受信を行う送受信ステップ。
・前記呼制御セッションの実行に必要なセッション情報を生成するセッション情報生成ス
テップ。
・前記メッセージに含まれる、メディアデータの送受信方法を定義したメディア情報を監
視する監視ステップ。
・前記メディア情報の監視結果に基づいて、前記メディアセッションの成立又は不成立を
判断する複製判断ステップ。
・前記メディアセッションが成立する場合、前記セッション情報を複製し、少なくとも１
の他の呼制御サーバに送信する複製処理ステップ。
【０００８】
　発信端末、着信端末及び呼制御サーバ間では、メディアセッションを成立させるにあた
って呼制御セッションが形成される。呼制御セッションでは、呼制御サーバを介して発信
端末及び着信端末間で開始要求、応答及び確認など様々なメッセージが送受信される。上
記セッション情報複製方法によれば、呼制御セッションに伴うメッセージの送受信のタイ
ミングではなく、メディアセッションが成立した場合にセッション情報の複製及び送信を
行う。よって、セッション情報の複製回数及び送信回数を抑制し、呼制御サーバの処理負
荷を減らすことができる。また、セッション情報が頻繁に送受信されることによるネット
ワーク負荷を減らすことができる。
【０００９】
　発信端末からメディアセッションの開始要求が送信されても、着信端末のユーザが不在
である場合や他のユーザと通話中である場合などには、送受信端末間のメディアセッショ
ンは不成立となる。このような場合には、他の呼制御サーバは、複製されたセッション情
報を受信しても利用しない場合がある。上記セッション情報複製方法によれば、送受信端
末間のメディアセッションが成立した場合にセッション情報の複製及び送信を行う。よっ
て、相手方の不在時や通話中などにおいて、呼制御サーバの無駄な処理及びリソースの無
駄な消費を抑制することができる。
【００１０】
　また、送受信端末間のメディアセッションの成立は、メディアデータの送受信方法を記
述したメディア情報を参照して検出するため、メディアセッションの成立を確実に検出す
ることができる。
【発明の効果】
【００１１】
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　本発明によれば、セッション情報の複製に伴う処理負荷を軽減することが可能な技術を
提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　＜第１実施形態例＞
　（１）全体構成
　本実施形態では、ブラウザ端末からＩＰ（Internet Protocol）電話に発呼可能な網内
発呼サービスを例に挙げて説明する。図１は、第１実施形態例に係るネットワーク構成図
である。ユーザＡ側のクライアントＡはブラウザ端末Ａ及びＩＰ電話Ａ（alice@client1.
test.co.jp）で構成され、ユーザＢ側のクライアントＢはブラウザ端末Ｂ及びＩＰ電話Ｂ
（bob@client2.test.co.jp）で構成される。ブラウザ端末とは、例えばＷｅｂブラウザな
ど、Ｗｅｂページを閲覧するためのアプリケーションソフトが実装されている端末を言う
。ＩＰ電話とは、インターネット網を介して通話が可能な電話を言う。図１に示すように
、ＳＩＰ（Session Initiation Protocol）サーバＡ（www.test.co.jp）、ＳＩＰサーバ
Ｂ（www.test2.co.jp）、ブラウザ端末Ａ、ＩＰ電話Ａ、ブラウザ端末Ｂ及びＩＰ電話Ｂ
がインターネット１を介して接続されている。ＳＩＰサーバＡは以下では呼制御セッショ
ンを最初に行う主サーバである。ＳＩＰサーバＢは、ＳＩＰサーバＡとクラスタを構成す
るサーバであり、以下ではＳＩＰサーバＡで呼制御セッションが不可能になった場合に、
ＳＩＰサーバＡに代わって呼制御セッションを行う代替サーバとなる。
【００１３】
　ＳＩＰとは、発信端末と着信端末との間で音声、画像及びテキストなどのメディアデー
タを送受信するためのメディアセッションを成立させたり、メディアセッションを終了さ
せるなどの呼制御セッションを行うためのプロトコルである。ＳＩＰサーバは、発信端末
及び着信端末との間で前述のような呼制御セッションを行うサーバであり、呼制御セッシ
ョン中に、発信端末及び着信端末の各アドレスなど各種処理に必要なセッション情報を取
得する。セッション情報は複製されて複数のＳＩＰサーバ間で共有される。
【００１４】
　本実施形態では、クライアントＡからクライアントＢへの発呼を例に挙げて説明する。
クライアントＡからクライアントＢへの発呼は次のようにして行われる。ユーザＡは、ま
ず所定のアドレスをブラウザ端末Ａの画面に入力し、網内発呼サービスを起動させる。次
に、ユーザＡは、網内発呼サービスの所定の画面において、ＩＰ電話Ａの電話番号と、相
手方であるユーザＢのＩＰ電話Ｂの電話番号と、を入力し発呼を行う。ＳＩＰサーバＡは
、クライアントＡからの発呼に基づいて呼制御セッションを行う。
【００１５】
　（２）呼制御セッションの概要
　図２は第1実施形態例に係る呼制御セッションを含むフローの一例である。クライアン
トＡのブラウザ端末Ａは、ユーザＡからの要求に応じて、発呼要求であるＧＥＴメソッド
のＨＴＴＰ（Hypertext Transfer Protocol）リクエストをＳＩＰサーバＡに送信する（
処理（１）参照）。このためＳＩＰサーバはＨＴＴＰサーバとしての機能を併せ持つもの
とする。このリクエストの送信はＨＴＴＰによって行われるため、下記のＳＩＰによる呼
制御セッションと区別するためにＨＴＴＰセッションというものとする。なお発呼要求を
ＳＩＰサーバに伝える方法はＨＴＴＰでなくてもよく、例えばＳＩＰのＩＮＦＯメソッド
によって通知することもできる。
【００１６】
　次に、ＳＩＰサーバＡは、ブラウザ端末ＡからＨＴＴＰリクエストを受信すると、ＩＰ
電話Ａ及びＩＰ電話Ｂ間でのメディアセッションを成立させるためにＳＩＰによる呼制御
セッションを行う。まず、ＳＩＰサーバＡは、発信端末であるクライアントＡのＩＰ電話
ＡにＩＮＶＩＴＥ（ｉ）メッセージを送信する（処理（２）参照）。ＩＰ電話Ａはこれに
対して２００ＯＫ（ｉ）メッセージを送信し、ＳＩＰサーバＡはＡＣＫメッセージをＩＰ
電話Ａに送信する（処理（３）、（５）参照）。また、ＳＩＰサーバＡは、ＩＰ電話Ａか
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ら２００ＯＫ（ｉ）メッセージを受信すると、ＨＴＴＰリクエストで指定された相手先の
ＩＰ電話ＢにＩＮＶＩＴＥ（ｉｉ）メッセージを送信する（処理（４）参照）。ＩＰ電話
Ｂはこれに対して２００ＯＫ（ｉｉ）メッセージを送信し、ＳＩＰサーバＡはＡＣＫメッ
セージをＩＰ電話Ｂに送信する（処理（６）、（７）参照）。ＳＩＰサーバＡは、ＩＰ電
話Ｂから２００ＯＫ（ｉｉ）メッセージを受信すると、ＩＰ電話ＡにＩＮＶＩＴＥ（ｉｉ
ｉ）メッセージを送信する（処理（８）参照）。これに対し、ＩＰ電話Ａは２００ＯＫ（
ｉｉｉ）メッセージを送信し、ＳＩＰサーバＡはＡＣＫメッセージをＩＰ電話Ａに送信す
る（処理（９）、（１０）参照）。これらの呼制御セッションによりメディアセッション
が成立する。
【００１７】
　ＳＩＰサーバＡは、メディアセッションが成立すると呼制御セッションで取得したセッ
ション情報を複製し、ＳＩＰサーバＡとクラスタを構成するＳＩＰサーバＢに送信する（
処理（１１）参照）。これにより、複数のＳＩＰサーバにセッション情報が共有される。
　ＳＩＰサーバＢは、ＳＩＰサーバＡで障害が発生したことを検出するための確認パケッ
トを常時生成して送信し、確認パケットからの応答パケットに基づいてＳＩＰサーバＡで
の障害を検出する（処理（１２）、（１３）参照）。
【００１８】
　その後、切断、転送、保留などの継続した呼制御を端末Ａ、Ｂが実行しようとした場合
、ＳＩＰサーバＡからの応答がないため代替サーバであるＳＩＰサーバＢに呼制御メッセ
ージを送信する。以降の呼制御はＳＩＰサーバＢを利用して行われるようになる。これに
より切断、転送、保留などの呼制御を継続して行うことができる。
　（３）セッション情報複製方法の概要
　次に、本発明の第1実施形態に係るセッション情報複製方法の概要を説明する。前述の
通り、セッション情報はメディアセッションが成立すると複製され、複数のＳＩＰサーバ
に共有される。ここで、メディアセッションの成立は次のようにして判断される。
【００１９】
　図２に示す呼制御セッション中で送受信されるメッセージから、メディアデータの送受
信方法を定義したメディア情報を抽出して監視する。ＳＩＰサーバＡは、監視結果に基づ
いてメディアセッションの成立又は不成立を判断する。ここで、呼制御セッションでは、
ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂ間でメディア情報を互いに送受信してネゴシエーションを行う
。ネゴシエーションの結果、メディアデータの送受信方法が確定すると、メディアセッシ
ョンが成立する。よって、ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂ間においてメディア情報が送受信さ
れたことを検出することで、メディアセッションの成立を判断することができる。そこで
、本発明のＳＩＰサーバＡは、ＩＰ電話Ａから受信したメディア情報をＩＰ電話Ｂに送信
したことを検出し、かつＩＰ電話Ｂから受信したメディア情報をＩＰ電話Ａに送信したこ
とを検出すると、前記メディアセッションが成立したと判断する。
【００２０】
　（４）ＳＩＰサーバの内部構成
　図３は第１実施形態に係るＳＩＰサーバＡのハードウェア構成及び機能構成を示すブロ
ック図である。ＳＩＰサーバＡ及びＳＩＰサーバＢは同様の構成であるので、ＳＩＰサー
バＡについてのみ説明する。ＳＩＰサーバＡは、ハードウェアとして各種処理を行うＣＰ
Ｕ１０と、各種処理に伴うデータを記憶するＲＡＭ２０と、各種処理を行うための制御プ
ログラムを記憶するＲＯＭ３０と、を含む。各ハードウェアの機能構成を以下に説明する
。
【００２１】
　（４－１）制御プログラムＤＢ
　ＲＯＭ３０の制御プログラムＤＢ３１は、各種処理を行うための制御プログラムを記憶
している。例えば、ＳＩＰ、ＳＤＰ（Session Description Protocol）、ＲＴＰ（Real-t
ime Transport Protocol）、ＩＰ、ＵＤＰ（User Datagram Protocol）、ＴＣＰ（Transm
ission Control Protocol）などのプロトコルを実行するための制御プログラムが記憶さ
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れている。
【００２２】
　（４－２）クラスタ構成テーブル
　ＲＡＭ２０のクラスタ構成テーブル２３には、クラスタを構成するＳＩＰサーバの組み
合わせを記憶している。図４はクラスタを構成の一例を示す。例えば、本実施形態では、
図４に示すように、クラスタを構成するＳＩＰサーバとしてＳＩＰサーバＡ及びＳＩＰサ
ーバＢ・・・が記憶されている。
【００２３】
　（４－３）送受信部
　ＣＰＵ１０の送受信部１１は、クライアントＡ、Ｂ及びＳＩＰサーバＢ等から送信され
たパケットを受信し、また、後述の呼制御部１２で作成されたパケットをクライアントＡ
、Ｂ及びＳＩＰサーバＢ等に送信する。送受信部１１は、例えばＨＴＴＰセッションに伴
うＨＴＴＰリクエストやＨＴＴＰレスポンス等を送受信するためのパケット、呼制御セッ
ションに伴う各種メッセージやセッション情報を送受信するためのパケットを送受信する
。
【００２４】
　図５～１１は、図２の処理において送受信される各パケットに含まれる情報の記述例で
ある。図５（ａ）はＧＥＴメソッドのＨＴＴＰリクエストの記述例、図５（ｂ）はＳＩＰ
のＩＮＦＯメソッドによる発呼要求の記述例、図６はＩＮＶＩＴＥ（ｉ）メッセージの記
述例、図７は２００ＯＫ（ｉ）メッセージの記述例、図８はＩＮＶＩＴＥ（ｉｉ）メッセ
ージの記述例、図９は２００ＯＫ（ｉｉ）メッセージの記述例、図１０はＩＮＶＩＴＥ（
ｉｉｉ）メッセージの記述例、図１１は２００ＯＫ（ｉｉｉ）メッセージの記述例である
。
【００２５】
　（４－４）呼制御部、セッション情報ＤＢ
　ＣＰＵ１０の呼制御部１２は、送受信部１１から図５（ａ）に示すＧＥＴメソッドのＨ
ＴＴＰリクエストを受信し解析する。ＨＴＴＰリクエストによれば、ｃａｌｌｅｒである
ａｌｉｃｅからｃａｌｌｅｅであるｂｏｂへの通話のリクエストがＳＩＰサーバＡのアド
レスに送信されていることが分かる。ここで、aliceとは発信側のＩＰ電話Ａ（alice@cli
ent1.test.co.jp）であり、bobとは着信側のＩＰ電話Ｂ（bob@client2.test.co.jp）であ
る。次に、呼制御部１２は、ＨＴＴＰリクエストの受信に応じて図６に示すＩＮＶＩＴＥ
（ｉ）メッセージを生成するとともに、呼ＩＤ（IDentifier）及びＳＩＰセッションＩＤ
を設定し、これらを含む呼設定要求及びセッション情報を生成する。
【００２６】
　ここで、ＳＩＰセッションとは、ＳＩＰサーバと各端末との間でＳＩＰに基づいて行わ
れるセッションであり、ＳＩＰセッションＩＤとは、各ＳＩＰセッションを識別するため
の識別子である。ＳＩＰセッションＩＤにより、ＩＰ電話Ａ及びＳＩＰサーバＡ間のＳＩ
Ｐセッションと、ＩＰ電話Ｂ及びＳＩＰサーバＡ間のＳＩＰセッションとが識別可能であ
る。また、呼ＩＤは、呼制御セッションを識別するための識別子であり、一組のＳＩＰセ
ッションＩＤを互いに対応付ける。本実施形態では、呼制御部１２は、ＩＰ電話ＡとＳＩ
ＰサーバＡとの間のＳＩＰセッションＩＤを1234@sip.test.co.jpと設定し、ＩＰ電話Ｂ
とＳＩＰサーバＡとの間のＳＩＰセッションＩＤを5678@sip.test.co.jpと設定し、これ
らのＳＩＰセッションを含む呼制御セッションの呼ＩＤを12345678と設定している。
【００２７】
　また、セッション情報とは、ＳＩＰサーバが、ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂと呼制御セッ
ションを行うのに必要な情報である。セッション情報ＤＢ２１は呼制御部１２からセッシ
ョン情報を受け取り記憶する。図１２は、図５（ａ）に示すＨＴＴＰリクエストに基づい
て呼制御部１２が生成するセッション情報の一例である。セッション情報には、呼ＩＤ、
発信端末が行うＳＩＰセッションのＳＩＰセッションＩＤ、各ＳＩＰセッションを行う端
末名、各端末のアドレス、接続先である着信端末が行うＳＩＰセッションのＳＩＰセッシ
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ョンＩＤ、セッション状態、発信側か着信側かを識別するためのcaller/callee情報など
を含む。
【００２８】
　さらに、呼制御部１２は、各クライアントから呼制御セッションに伴うメッセージを受
信すると、受信したメッセージに対する応答メッセージや、別のクライアントに転送する
ためのメッセージを生成し、送受信部１１を介して各クライアントに送信する。また、後
述のクラスタ構成テーブル２３からＳＩＰサーバＡとクラスタを構成するＳＩＰサーバＢ
の情報を取得し、後述の複製処理部１６で生成されたセッション情報を送受信部１１を介
してＳＩＰサーバＢに送信する。
【００２９】
　（４－５）監視部、テーブル生成部及び情報テーブル
　ＣＰＵ１０のテーブル生成部１４は、呼制御部１２から呼ＩＤ及びＳＩＰセッションＩ
Ｄを含む呼設定要求を受信し、情報テーブル２２をＲＡＭ２０に準備する。このとき、情
報テーブル２２には、後述の図１３に示すように、呼設定要求に含まれる呼ＩＤ、端末名
及びＳＩＰセッションＩＤ等が設定される。また、呼制御セッションに伴うメッセージの
送受信が行われると、情報テーブル２２には、メッセージに基づいてメディアセッション
成立の判断を行うためのメディア情報が格納される。
【００３０】
　ＣＰＵ１０の監視部１３は、呼制御セッションに伴うメッセージに基づいて、メディア
セッション成立の判断を行うための情報としてメディア情報を抽出する。ここで、ＩＰ電
話Ａ及びＩＰ電話Ｂは、メディアセッションを行うためには、少なくともメディアデータ
を送信すべき送信先アドレスをそれぞれ取得する必要がある。そこで、ここでは、メディ
ア情報のうちメディアデータの送信先アドレスを例に挙げてメディアセッションの成立を
判断する方法を説明する。
【００３１】
　監視部１３は、図６～Ｅ１１のメッセージにおいてメディアデータの送受信方法を定義
したメディア情報のうち送信先アドレスを抽出する。ここで、監視部１３はメッセージが
属する呼ＩＤを取得しており、前記呼ＩＤに対応する情報テーブル２２に送信先アドレス
が格納される。
　以下に、まず呼制御セッションで送受信されるメッセージの構成について、図６に示す
ＩＮＶＩＴＥ（ｉ）メッセージを用いて説明する。
【００３２】
　　（ｉ）メッセージの構成
　図６に示すＩＮＶＩＴＥ（ｉ）メッセージは、スタートライン、ヘッダ及びボディから
構成されている。スタートラインには要求の種別及び要求の送信先アドレスが記述されて
いる。ヘッダには呼制御セッションの送信元及び送信先などが記述されており、例えばそ
れぞれ次の情報が記述されている。
【００３３】
　Ｖｉａ：ＳＩＰのバージョン、プロトコル、メッセージに対するレスポンスの送信先。
　Ｍａｘ－Ｆｏｒｗａｒｄｓ：メッセージの最大中継回数。
　Ｆｒｏｍ：メッセージの送信者。
　Ｔｏ：メッセージの受信者。
　Ｃａｌｌ－ＩＤ：ＳＩＰセッションＩＤ。
【００３４】
　ＣＳｅｑ：メッセージの順番。
　Ｃｏｎｔａｃｔ：このメッセージ以降のメッセージの送信先。
　Ｃｏｎｔｅｎｔ－Ｔｙｐｅ：ボディの種類。
　Ｃｏｎｔｅｎｔ－Ｌｅｎｇｔｈ：ボディのサイズ。
　また、ボディはメディア情報を含む。メディア情報はＳＤＰ（Session Description Pr
otocol）で記述されており、例えばそれぞれ次の情報が記述されている。
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【００３５】
　ｖ：送信プロトコルのバージョン。
　ｏ：メッセージの送信元アドレス。
　ｓ：セッション名。
　ｃ：メッセージの受信側がメディアデータを送信すべき送信先アドレス、ネットワーク
の種類。
【００３６】
　ｔ：セッションの開始時刻及び終了時刻。
　ｍ：メディアデータの送信先のポート番号、メディアデータの種類、メディアデータの
送信プロトコル。
　ａ：メディアデータの属性。
　　（ｉｉ）情報テーブルの変化
　次に、図２を再び用いて、各メッセージの送受信の時点で情報テーブル２２に格納され
る送信先アドレスについて説明する。図１３は図２中の（ａ１）～（ａ５）の各時点での
情報テーブルを示す。
【００３７】
　ＳＩＰサーバＡの呼制御部１２はＨＴＴＰリクエストを受信すると、図６に示すＩＮＶ
ＩＴＥ（ｉ）メッセージを生成し、送受信部１１を介してＩＰ電話Ａに送信する（処理（
２）参照）。監視部１３は、呼制御部１２からＩＮＶＩＴＥ（ｉ）メッセージを受け取り
、メッセージのＳＩＰセッションＩＤを抽出する。また、監視部１３は、ＳＩＰセッショ
ンＩＤが1234@sip.test.co.jpであることに基づいて、図１２に示すセッション情報から
メッセージが属する呼ＩＤとして12345678を取得する。これにより、テーブル生成部１４
は呼ＩＤが12345678の情報テーブル２２を呼び出す。また、監視部１３は、メッセージの
ヘッダ及び各メッセージの送信順等を参照してメッセージの送信元及び送信先が発信側か
着信側かを判断する。さらに、監視部１３は、ＩＮＶＩＴＥ（ｉ）メッセージのメディア
情報から送信先アドレスとしてＣ値を抽出する。このとき、監視部１３は、図６のＩＮＶ
ＩＴＥ（ｉ）メッセージに基づいて、Ｃ値として0.0.0.0を抽出する。テーブル生成部１
４は抽出されたＣ値を、発信側又は着信側の判断に基づいて情報テーブル２２の該当箇所
に格納する。これにより、情報テーブル２２は図１３の（ａ１）に示す状態となる。図１
３の（ａ１）に示す情報テーブル２２は、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ａに送信したメッセ
ージに含まれるＣ値は0.0.0.0であることを示している。
【００３８】
　次に、呼制御部１２は、図７に示す２００ＯＫ（ｉ）メッセージをＩＰ電話Ａから受信
する（処理（３）参照）。監視部１３は、呼制御部１２から２００ＯＫ（ｉ）メッセージ
を受け取り、メディア情報からＣ値として10.254.214.60を抽出する。呼ＩＤが12345678
の情報テーブル２２は図１３の（ａ２）に示す状態となる。図１３の（ａ２）に示す情報
テーブル２２では、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ａから受信したメッセージに含まれるＣ値
は10.254.214.60であることを示している。
【００３９】
　次に、呼制御部１２が図８に示すＩＮＶＩＴＥ（ｉｉ）メッセージを生成してＩＰ電話
Ｂに送信すると（処理（４）参照）、監視部１３はメディア情報からＣ値として10.254.2
14.60を抽出する。情報テーブル２２は図１３の（ａ３）に示す状態となる。このときの
情報テーブル２２は、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ｂに送信したメッセージに含まれるＣ値
は10.254.214.60であることを示している。
【００４０】
　次に、呼制御部１２が図９に示す２００ＯＫ（ｉｉ）メッセージをＩＰ電話Ｂから受信
すると（処理（６）参照）、監視部１３はメディア情報からＣ値として10.254.214.130を
抽出する。情報テーブル２２は図１３の（ａ４）に示す状態となる。このときの情報テー
ブル２２は、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ｂから受信したメッセージに含まれるＣ値は10.2
54.214.130であることを示している。
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【００４１】
　さらに、呼制御部１２が図１０に示すＩＮＶＩＴＥ（ｉｉｉ）メッセージを生成してＩ
Ｐ電話Ａに送信すると（処理（８）参照）、監視部１３はメディア情報からＣ値として10
.254.214.130を抽出する。情報テーブル２２は図１３の（ａ４）に示す状態となる。この
ときの情報テーブル２２は、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ａに送信したメッセージに含まれ
るＣ値は10.254.214.130であることを示している。
【００４２】
　（４－６）複製判断部
　複製判断部１５は、ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂ間でのメディアセッションの成立又は不
成立を判断する。複製判断部１５は、メディアセッションが成立した時を、セッション情
報を複製し送信するタイミングとして決定し、複製処理部１６にメディアセッション成立
の通知を送信する。
【００４３】
　ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂ間では、メディアセッションを開始する前に、呼制御セッシ
ョンにおいてメディア情報を互いに送受信することでネゴシエーションを行い、メディア
データの送受信方法を確定する。メディア情報としては前述の通りメディアデータの送信
先アドレスがあり、ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂそれぞれのメディアデータの送信先アドレ
スが確定することで、メディアセッションを開始することができるようになる。そこで、
複製判断部１５は、ＩＰ電話Ａが送信先アドレスを含むメッセージをＳＩＰサーバＡに送
信し、ＳＩＰサーバＡがその送信先アドレスを含むメッセージをＩＰ電話Ｂに送信するこ
と又は送信したことを検出する。さらに、複製判断部１５は、ＩＰ電話Ｂが送信先アドレ
スを含むメッセージをＳＩＰサーバＡに送信し、ＳＩＰサーバＡがその送信先アドレスを
含むメッセージをＩＰ電話Ａに送信すること又は送信したことを検出する。これにより複
製判断部１５はメディアセッションが成立したと判断することができる。
【００４４】
　前述の方法によりメディアセッションの成立を判断するには、情報テーブル２２を次の
ように参照する。複製判断部１５は、情報テーブル２２において、ＳＩＰサーバＡがＩＰ
電話Ａから受信した送信先アドレスと、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ｂに送信した送信先ア
ドレスと、が一致することを検出する。これにより、ＩＰ電話ＡからＩＰ電話Ｂに送信先
アドレスが送信されたことが分かる。さらに、情報テーブル２２において、ＳＩＰサーバ
ＡがＩＰ電話Ｂから受信した送信先アドレスと、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ａに送信した
送信先アドレスと、が一致することを検出する。これにより、ＩＰ電話ＢからＩＰ電話Ａ
に送信先アドレスが送信されたことが分かる。以上からＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話間で送信
先アドレスが交換されたことが分かる。
【００４５】
　具体的に、（ａ４）の時点での情報テーブル２２では、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ａか
ら受信した送信先アドレスは10.254.214.60であり、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ｂに送信
した送信先アドレスは10.254.214.60であり一致する。一方、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話
Ｂから受信した送信先アドレスは10.254.214.130であり、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ａに
送信した送信先アドレスは0.0.0.0であり一致しない。よって、複製判断部１５はメディ
アセッションは成立していないと判断する。
【００４６】
　（ａ５）の時点での情報テーブル２２では、（ａ４）の時点に比べて、ＳＩＰサーバＡ
がＩＰ電話Ａに送信した送信先アドレスが10.254.214.130に更新される。よって、ＳＩＰ
サーバＡがＩＰ電話Ｂから受信した送信先アドレスは10.254.214.130であり、ＳＩＰサー
バＡがＩＰ電話Ａに送信した送信先アドレスは10.254.214.130であり一致する。よって、
複製判断部１５はメディアセッションが成立したと判断する。
【００４７】
　なお、（ａ１）～（ａ３）の時点での情報テーブル２２では、Ｃ値が満たされていない
ため比較ができない。
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　（４－７）複製処理部
　複製処理部１６は、複製判断部１５からメディアセッションが成立したとの通知を受け
ると、セッション情報ＤＢ２１内のセッション情報を複製する。呼制御部１２は、複製さ
れたセッション情報を送受信部１１を介してＳＩＰサーバＢに送信する。
【００４８】
　（５）処理の流れ
　次に、ＳＩＰサーバでのセッション情報複製方法の処理の流れについて図１４、図１５
を用いて説明する。図１４は、第１実施形態に係るＳＩＰサーバでのセッション情報複製
方法の全体の流れを示すフローチャートの一例である。図１５は、第１実施形態に係るメ
ディアセッション成立判断処理の流れを示すフローチャートの一例である。まず、セッシ
ョン情報複製方法の全体の流れについて説明し、次にメディアセッション成立判断処理に
ついて説明する。
【００４９】
　（５－１）セッション情報複製方法の全体の流れ
　ステップＳ１：送受信部１１がパケットを送受信するとステップＳ２に進む。例えば、
送受信部１１は、呼制御部１２が生成したパケットをＳＩＰサーバＡの外部へ送信したり
、ＳＩＰサーバＡの外部からパケットを受信する。呼制御部１２は、送受信部１１がＳＩ
ＰサーバＡの外部から受信したパケットを受け取る。一方、送受信部１１は、パケットを
送受信していない場合は、パケットを送受信するまで待機する。
【００５０】
　ステップＳ２：呼制御部１２は、発話要求であるＧＥＴメソッドのＨＴＴＰリクエスト
を受信すると、呼ＩＤ及びＳＩＰセッションＩＤを設定する。また、呼制御部１２はこれ
らのＩＤを含む呼設定要求及びセッション情報を生成する。セッション情報ＤＢ２１はセ
ッション情報を記憶する。
　一方、呼制御部１２は、ＩＰ電話からメディアセッションの切断要求を受信すると、終
了要求を生成する。
【００５１】
　呼制御部１２は、呼制御セッションに伴うメッセージ及び呼設定要求を監視部１３及び
テーブル生成部１４に送信する。監視部１３がメッセージを受信するとステップＳ５に進
む。また、テーブル生成部１４が呼設定要求を受信するとステップＳ３及びＳ４に進み、
呼制御部１２が終了要求を生成するとステップＳ８に進む。
　ステップＳ３、Ｓ４：テーブル生成部１４は、呼制御部１２から呼設定要求を受信する
と、呼ＩＤ、端末名及びＳＩＰセッションＩＤ等を設定して情報テーブル２２を準備し、
その他の必要なテーブルを生成する。
【００５２】
　ステップＳ５：監視部１３がメッセージを受信すると、メディアセッションの成立判断
処理が行われる。
　ステップＳ６：ステップＳ５でメディアセッションが成立したと判断されると、複製処
理部１６は、セッション情報ＤＢ２１内のセッション情報を複製する。呼制御部１２は、
複製されたセッション情報を送受信部１１を介してＳＩＰサーバＢに送信する。
【００５３】
　ステップＳ７：セッション情報の複製が完了すると、情報テーブル２２を初期化する。
　ステップＳ８：呼制御部１２は、ＢＹＥメッセージなど終了要求をＩＰ電話Ａ及びＩＰ
電話Ｂに送信し呼制御セッションを終了させる。呼制御セッションに伴うメッセージの受
信、終了要求の生成及び呼設定要求の生成も行われていない場合は、ステップＳ１に戻る
。
【００５４】
　（５－２）メディアセッション成立判断処理の流れ
　ステップＳ５ａ、Ｓ５ｂ：監視部１３は、メッセージにメディア情報が含まれる場合は
、ステップＳ５ｂに進む。メッセージにメディア情報が含まれていない場合は待機する。
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　ステップＳ５ｂ：監視部１３は、メッセージからＳＩＰセッションＩＤを取得し、セッ
ション情報ＤＢ２１から対応する呼ＩＤを取得する。
【００５５】
　ステップＳ５ｃ：テーブル生成部１４は、監視部１３から呼ＩＤを取得し、前記呼ＩＤ
に対応する情報テーブル２２を呼び出す。
　ステップＳ５ｄ：監視部１３は、メッセージのヘッダ及び各メッセージの送信順等を参
照してメッセージの送信元及び送信先が発信側か着信側かを把握する。
　ステップＳ５ｅ：監視部１３はメッセージからメディア情報を抽出する。例えば、監視
部１３はメッセージからＣ値を抽出する。また、テーブル生成部１４は、ステップＳ５ｄ
での発信側又は着信側の判断に基づいて、Ｃ値を情報テーブル２２の該当箇所に格納する
。
【００５６】
　ステップＳ５ｆ：次に、複製判断部１５は、情報テーブル２２を参照し、ＩＰ電話Ａが
メディアデータを送信すべき送信先アドレスと、ＩＰ電話Ｂがメディアデータを送信すべ
き送信先アドレスと、がＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂ間で送受信されたことを検出する。複
製判断部１５は、前記送信先アドレスが送受信されたことを検出すると、メディアセッシ
ョンが成立したと判断する。
【００５７】
　ステップＳ５ｇ：メディアセッションが成立した場合はステップＳ５ｈに進み、成立し
ていない場合はステップＳ５ａに戻る
　ステップＳ５ｈ：複製判断部１５は、メディアセッションが成立したとの通知を複製処
理部１６に送信することで、セッション情報の複製指示を行う。
　なお、ステップＳ５ｂ～Ｓ５ｅに含まれる呼ＩＤを取得して情報テーブル２２を呼び出
す処理、発信側及び着信側を把握する処理、メディア情報を抽出する処理は、順不同であ
る。
【００５８】
　上記セッション情報複製方法によれば、呼制御セッションに伴うメッセージの送受信の
タイミングではなく、メディアセッションが成立した場合にセッション情報の複製及び送
信を行う。よって、セッション情報の複製回数及び送信回数を抑制し、ＳＩＰサーバの処
理負荷を減らすことができる。また、セッション情報が頻繁に送受信されることによるネ
ットワーク負荷を減らすことができる。
【００５９】
　発信端末からメディアセッションの開始要求が送信されても、着信端末のユーザが不在
である場合や他のユーザと通話中である場合などには、メディアセッションは不成立とな
る。このような場合には、代替サーバであるＳＩＰサーバは、複製されたセッション情報
を受信しても利用しない場合がある。上記セッション情報複製方法によれば、メディアセ
ッションが成立した場合にセッション情報の複製及び送信を行う。よって、相手方の不在
時や通話中などにおいて、ＳＩＰサーバの無駄な処理及びリソースの無駄な消費を抑制す
ることができる。
【００６０】
　また、メディアセッションの成立は、メディアデータの送受信方法を記述したメディア
情報を参照して検出するため、メディアセッションの成立を確実に検出することができる
。
　（６）変形例
　（６－１）変形例１
　変形例１では、セッション情報の複製に加えて、ＨＴＴＰセッションの情報を生成し複
製する。図１６は変形例１に係る呼制御セッションを含むフローの一例である。上記実施
形態の図２に示す処理（１）に対して処理（１－１）～（１－３）が行われる。また、Ｓ
ＩＰサーバＡに障害が発生した場合、ＳＩＰサーバＢは、ブラウザ端末ＡからＳＩＰサー
バＢへのＨＴＴＰリクエストに基づいて、ＳＩＰサーバＡから呼制御セッションを引き継
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ぐ。変形例１の図１６のその他のフローは上記実施形態と同様である。図１７は処理（１
－１）及び（１－３）で送受信される各パケットに含まれる情報の記述例である。
【００６１】
　ＳＩＰサーバＡの呼制御部１２は、ブラウザ端末ＡからＨＴＴＰリクエストを受信する
（処理（１－１）参照）。
　呼制御部１２は、ＨＴＴＰリクエストの受信に応じて、呼ＩＤ及びＳＩＰセッションＩ
Ｄを設定するとともに、ＨＴＴＰセッションＩＤを設定する。ＨＴＴＰセッションＩＤと
は、各端末とＳＩＰサーバとの間で行われるＨＴＴＰセッションを識別するための識別子
である。このＨＴＴＰセッションＩＤに基づけば、どの端末とどのＳＩＰサーバとの間の
どのＨＴＴＰセッションであるかを識別可能である。また、呼制御部１２は、呼ＩＤ、Ｓ
ＩＰセッションＩＤ及びＨＴＴＰセッションＩＤを含む呼設定要求及びセッション情報を
生成する。
【００６２】
　テーブル生成部１４は、呼制御部１２からの呼設定要求に基づいて、図示しないセッシ
ョン連携テーブルをＲＡＭ２０に生成し、ＳＩＰサーバＢに送信する（処理（１－２）及
び（ｃ１）参照）。セッション連携テーブルとは、異なるプロトコルのセッションを関係
づけるためのテーブルである。図１８は図１６中の（ｃ１）に示すセッション連携テーブ
ルの一例である。呼制御部１２が呼ＩＤを12345678と設定し、ＨＴＴＰセッションＩＤを
H1234と設定した場合、図１８に示すセッション連携テーブルが生成される。これにより
、呼制御セッションとＨＴＴＰセッションとが関係づけられる。なお、セッション連携テ
ーブルには、現段階で呼制御セッションを行っている主サーバとしてＳＩＰサーバＡが登
録され、代替サーバとしてＳＩＰサーバＢが登録されている。代替サーバとしては、クラ
スタ構成テーブル２３に基づいて、主サーバとクラスタを構成しており、呼制御セッショ
ンを引き継ぎ可能なＳＩＰサーバが登録される。
【００６３】
　呼制御部１２は、ＨＴＴＰリクエストに応じてＨＴＴＰに基づく２００ＯＫメッセージ
を生成し、ブラウザ端末Ａに送信する。このとき、図１７に示すようにブラウザ端末Ａに
ＨＴＴＰセッションＩＤが通知される。また、呼制御部１２は、ＨＴＴＰリクエストに応
じてＳＩＰに基づくＩＮＶＩＴＥ（ｉ）メッセージを生成し、ＩＰ電話Ａに送信する（処
理（１－３）参照）。
【００６４】
　図１６に示すようにＳＩＰサーバＡに障害が発生したとする。このとき、ユーザの入力
に応じてブラウザ端末ＡがＳＩＰサーバＡにメッセージを送信した場合、ＳＩＰサーバＡ
で障害が発生しているためＳＩＰサーバＡからの応答は無い。そこで、ブラウザ端末Ａは
、ＨＴＴＰセッションＩＤとしてH1234を含むＧＥＴメソッドのＨＴＴＰリクエストをＳ
ＩＰサーバＢに送信する（処理（１２）参照）。ＳＩＰサーバＢは、ＨＴＴＰリクエスト
からＨＴＴＰセッションＩＤを取得し、またセッション連携テーブルからＨＴＴＰセッシ
ョンＩＤに基づいて呼ＩＤを取得する。これにより、ＳＩＰサーバＢは、取得した呼ＩＤ
に基づいて該当するセッション情報を取得し、ＳＩＰサーバＡから呼制御セッションを引
き継ぐことができる。例えば、ユーザがＷＷＷ画面から「切断」ボタンをクリックした場
合、ＳＩＰサーバＢは、セッション情報に基づいて、ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話ＢにＢＹＥ
メッセージを送信し、呼制御セッション及びメディアセッションを終了させる（処理（１
３）、（１４）参照）。
【００６５】
　以上のように代替サーバであるＳＩＰサーバＢは、主サーバであるＳＩＰサーバＡで生
成したセッション連携テーブルを保持する。よって、ＳＩＰサーバＢは、ブラウザ端末Ａ
からのＨＴＴＰメッセージに基づいて、メディアセッションの終了などの呼制御セッショ
ンをＳＩＰサーバＡから引き継ぐことができる。一方、ユーザはブラウザ端末Ａからメデ
ィアセッションの終了などの呼制御セッションを実行させることができる。
【００６６】
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　なお、前述の図１４のステップＳ２において、呼制御部１２は、呼ＩＤ及びＳＩＰセッ
ションＩＤに加えてＨＴＴＰセッションＩＤを設定し、これらのＩＤを含む呼設定要求及
びセッション情報を生成する。また、ステップＳ３、Ｓ４において、テーブル生成部１４
は、呼制御部１２から呼設定要求を受信すると、情報テーブル２２の準備に加えて、呼Ｉ
Ｄ及びＨＴＴＰセッションＩＤ等が設定されたセッション連携テーブルを生成する。
【００６７】
　なお、セッション連携テーブルを生成及び複製するタイミングは、前述のタイミングに
限定されず、呼制御セッションの開始後ならいずれの時点でも良く、例えばセッション情
報を複製するタイミングと同じであっても良い。
　また、処理（１－３）の２００ＯＫメッセージにより、ＨＴＴＰセッションＩＤに加え
て、主サーバ及び代替サーバの情報をブラウザ端末Ａに通知しても良い。これにより、主
サーバに障害が発生した場合、ブラウザ端末Ａはどの代替サーバにアクセスすれば良いか
が分かる。
【００６８】
　（６－２）変形例２
　変形例２では、サービスサーバを介してメディアセッションが行われる場合において、
メディアセッションの成立を判断する方法について説明する。図１９は変形例２に係るネ
ットワーク構成図である。上記実施形態の図１と異なる点はネットワーク１にサービスサ
ーバ２が接続されている点であり、その他の構成は図１と同様である。図２０は変形例２
に係る呼制御セッションを含むフローの一例である。呼制御セッションの様子は上記実施
形態の図２と同様であり、異なる点は送受信されるメディア情報であり、また情報テーブ
ル２２に格納される情報である。図２１は変形例２に係るＳＩＰサーバＡのハードウェア
構成及び機能構成を示すブロック図である。上記実施形態の図３と異なる点はＲＡＭ２０
が特定アドレステーブル２４を有する点であり、その他の構成は図３と同様である。
【００６９】
　サービスサーバ２は、例えば、通話の録音、通話中の各種アナウンス及びメディアデー
タの加工などの各種サービスを提供する。ＳＩＰサーバＡは、自身のサービス以外にサー
ビスサーバ２によるサービスを提供する場合、ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂのメディアデー
タの送信先アドレスをサービスサーバ２に設定する。
　送信先アドレスの設定方法を次に説明する。ＳＩＰサーバＡの特定アドレステーブル２
４は、サービスサーバ２と複数の特定アドレスとの対応づけを記憶している。図２２は特
定アドレステーブルの一例である。サービスサーバ２に対して、メディアデータの送信先
アドレスであるＣ値が複数対応づけられている。ＳＩＰサーバＡの呼制御部１２は、ＩＰ
電話Ａ及びＩＰ電話Ｂそれぞれに、特定アドレステーブル２４から選択した特定アドレス
を割り当てる。例えば、呼制御部１２は、ＩＰ電話Ａがメディアデータを送信すべき送信
先アドレスとして10.254.214.110を割り当て、ＩＰ電話Ｂがメディアデータを送信すべき
送信先アドレスとして10.254.214.100を割り当てる。メディアセッションが成立した場合
、ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂは、割り当てられた送信先アドレスを用いてメディアデータ
の送受信を行う。
【００７０】
　上記の場合、ＳＩＰサーバＡは、サービスサーバ２に対応付けられた特定アドレスが、
ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂに割り当てられたことを検出することで、メディアセッション
の成立を判断する。つまり、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂに送信した送信
先アドレスが特定アドレステーブル２４に記憶されているアドレスであることを判断する
。以下に具体的に説明する。
【００７１】
　ＳＩＰサーバＡとＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂとの間には、図２０に示すような呼制御セ
ッションが行われる。図２０における処理（１）～（９）のうち処理（４）及び処理（８
）における各パケットに含まれる情報の記述が上記実施形態と異なる。図２３は変形例２
におけるＩＮＶＩＴＥ（ｉｉ）メッセージの記述例、図２４は変形例２におけるＩＮＶＩ
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ＴＥ（ｉｉｉ）メッセージの記述例である。上記実施形態と同様に、監視部１３は呼制御
セッションにおいて送受信されるメッセージから送信先アドレスを抽出する。テーブル生
成部１４は送信先アドレスを情報テーブル２２に格納する。図２５は、図２０中の（ａ１
）、（ａ２）、（ｂ１）～（ｂ３）の各時点での情報テーブルを示す。（ａ１）及び（ａ
２）の時点の情報テーブル２２は上記実施形態と同様である。
【００７２】
　処理（４）において、呼制御部１２は、２００ＯＫ（ｉ）メッセージをＩＰ電話Ａから
受信すると、図２３に示すＩＮＶＩＴＥ（ｉｉ）メッセージを生成してＩＰ電話Ｂに送信
する。監視部１３はメディア情報からＣ値として10.254.214.100を抽出する。情報テーブ
ル２２は図２０の（ｂ１）に示す状態となる。このときの情報テーブル２２は、ＳＩＰサ
ーバＡがＩＰ電話Ｂに送信したメッセージに含まれるＣ値は10.254.214.100であることを
示している。
【００７３】
　また、処理（６）において、呼制御部１２が図９に示す２００ＯＫ（ｉｉ）メッセージ
をＩＰ電話Ｂから受信すると、情報テーブル２２は図１３の（ｂ２）に示す状態となる。
　また、処理（８）において、呼制御部１２は、図２４に示すＩＮＶＩＴＥ（ｉｉｉ）メ
ッセージを生成してＩＰ電話Ａに送信する。監視部１３はメディア情報からＣ値として10
.254.214.110を抽出する。情報テーブル２２は図１３の（ｂ３）に示す状態となる。この
ときの情報テーブル２２は、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ａに送信したメッセージに含まれ
るＣ値は10.254.214.110であることを示している。
【００７４】
　複製判断部１５は、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂに送信した送信先アド
レスが、特定アドレステーブル２４に記憶されているかを判断する。（ａ１）、（ａ２）
、（ｂ１）及び（ｂ２）の時点の情報テーブル２２では、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話Ａに
送信した送信先アドレスは0.0.0.0であり、特定アドレステーブル２４には記憶されてい
ないアドレスである。一方、（ｂ３）の時点の情報テーブル２２では、ＳＩＰサーバＡが
ＩＰ電話Ａに送信した送信先アドレスは10.254.214.110であり、ＳＩＰサーバＡがＩＰ電
話Ｂに送信した送信先アドレスは10.254.214.100であり、いずれも特定アドレステーブル
２４に記憶されているアドレスである。よって、複製判断部１５はメディアセッションが
成立したと判断する。なお、ここではサービスサーバに複数の異なるＩＰアドレスが割り
当てられており、ＩＰ電話Ａ、Ｂに対して異なるＩＰアドレスが利用される例について示
したが、同一のＩＰアドレスを割り当て、ポート番号のみが異なる構成であっても構わな
い。
【００７５】
　サービスサーバ２を介してメディアセッションを行う場合にも上記実施形態と同様にＳ
ＩＰサーバの処理負荷及びネットワーク負荷を減らすことができる。
　（６－３）変形例３
　上記実施形態では、メディア情報のうち送信先アドレスを抽出して情報テーブル２２に
格納する。変形例３では、メディア情報からさらにポート番号を抽出して情報テーブル２
２に格納する。
【００７６】
　図２６は図２中の（ａ１）～（ａ５）の各時点での変形例３の情報テーブルを示す。
変形例３の監視部１３は、図５～図１１を参照してＣ値及び送信先ポート番号を含むｍ値
を抽出し、テーブル生成部１４は情報テーブル２２に抽出された値を格納する。複製判断
部１５は、ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂ間で送信先アドレス及び送信先ポート番号が送受信
されたかを検出する。つまり、さらに、変形例３では、複製判断部１５は、ＩＰ電話Ａが
送信先アドレス及び送信先ポート番号を含むメッセージをＳＩＰサーバＡに送信し、ＳＩ
ＰサーバＡがその送信先アドレス及び送信先ポート番号を含むメッセージをＩＰ電話Ｂに
送信することを検出する。さらに、複製判断部１５は、ＩＰ電話Ｂが送信先アドレス及び
送信先ポート番号を含むメッセージをＳＩＰサーバＡに送信し、ＳＩＰサーバＡがその送
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信先アドレス及び送信先ポート番号を含むメッセージをＩＰ電話Ａに送信することを検出
する。上記（４－６）では端末とサーバとの間で仮のメディアセッションを特殊なＩＰア
ドレス(例えば0.0.0.0)によって成立させる場合について説明したが、これにより複製判
断部１５は仮のメディアセッションを特殊なポート番号(例えば0）により成立させる場合
であっても端末間のメディアセッションの成立を正確に判断することができる。
【００７７】
　例えば、音声案内サービスに接続する場合などにおいて、接続先のＩＰアドレスは予め
設定可能であるのに対し、動的に決定されるポート番号は予め設定不可能である場合に有
効である。例えば、最初のＩＰ電話Ａに対するＳＩＰメッセージのC値にはIPアドレスが
指定され、m値のポート番号には０が設定される。
　（６－４）変形例４
　上記実施形態では、図２においてＳＩＰサーバＡがＩＮＶＩＴＥ（ｉｉｉ）メッセージ
をＩＰ電話Ａに送信し（処理（８）参照）、情報テーブル２２が（ａ５）の状態になると
、複製判断部１５はメディアセッションが成立したと判断する。しかし、変形例４では、
前述のように情報テーブル２２に基づいて判断を行うとともに、さらにメディアセッショ
ン成立を判断する根拠となったメッセージに対して、２００ＯＫメッセージ及びＡＣＫメ
ッセージの送受信が行われたかどうかを判断する。具体的に、監視部１３は、ＩＮＶＩＴ
Ｅ（ｉｉｉ）メッセージに対してＩＰ電話Ａが２００ＯＫ（ｉｉｉ）メッセージを送信し
たことを検出し、また２００ＯＫ（ｉｉｉ）メッセージに対してＳＩＰサーバＡがＡＣＫ
メッセージをＩＰ電話Ａに送信した（処理（９）、（１０）参照）ことを検出する。複製
判断部１５は、検出結果を受信し、これらのメッセージの送受信が行われた後にメディア
セッションが成立したと判断する。
【００７８】
　ＳＩＰでは、ＳＩＰサーバと発信端末及び着信端末との間の呼制御セッションは、通話
の要求、応答及び確認の３段階で行われる。よって、情報テーブルによりメディアセッシ
ョンが成立したと判断し、かつ２００ＯＫメッセージ及びＡＣＫメッセージの送受信を検
出することで、確実にメディアセッションの成立を判断することができる。
　＜第２実施形態例＞
　第１実施形態では、代替サーバであるＳＩＰサーバＢは、メディアセッションの成立後
にセッション情報をＳＩＰサーバＡから受信する。第２実施形態では、ＳＩＰサーバＢは
、メディアセッション成立前に一旦セッション情報をＳＩＰサーバＡから受信し、その後
のセッション情報の受信はメディアセッションの成立後に行う。これにより、メディアセ
ッションが成立する前にＳＩＰサーバＡで障害が発生した場合でも、ＳＩＰサーバＢはＳ
ＩＰサーバＡによる呼制御セッションを引き継ぐことができる。
【００７９】
　（１）構成
　第２実施形態の全体構成、機能構成及びハードウェア構成は第１実施形態と同様である
ので説明を省略する。
　（２）処理の概要
　（２－１）
　図２７は第２実施形態例に係る呼制御セッションを含むフローの一例である。図２７中
の処理（１）～（４）、処理（６）～（８）は、第１実施形態の処理（１）～（７）と同
じであり、図２７中の（ａ１）～（ａ４）は第１実施形態の同一符号の情報テーブルと同
じである。
【００８０】
　ブラウザ端末Ａは、ユーザＡからの要求に応じて、発呼要求であるＧＥＴメソッドのＨ
ＴＴＰリクエストをＳＩＰサーバＡに送信する（処理（１）参照）。次に、ＳＩＰサーバ
Ａ、ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂ間で、ＩＮＶＩＴＥ（ｉ）メッセージ、２００ＯＫ（ｉ）
メッセージ及びＩＮＶＩＴＥ（ｉｉ）メッセージの送受信が行われる（処理（２）～（４
）参照）。
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【００８１】
　ＳＩＰサーバＡの複製処理部１５は、タイミングは特に限定されないが、メディアセッ
ションの成立前に一旦セッション情報を複製し、ＳＩＰサーバＡとクラスタを構成するＳ
ＩＰサーバＢに送信する（処理（５）参照）。さらに、ＳＩＰサーバＡのテーブル生成部
１４は、接続状態テーブルを生成する。ここで、ＳＩＰサーバＡの呼制御部１２は、ＨＴ
ＴＰリクエストの受信に基づいて接続開始通知を生成している。テーブル生成部１４は、
接続開始通知を受信し、接続状態テーブルにおいて接続状態を接続準備中に設定する。接
続準備中とは、呼制御セッションの最中でありメディアセッションの接続準備中であるこ
とを意味する。図２８は、図２７の（ｄ１）に示す接続状態テーブルの一例である。呼Ｉ
Ｄ毎に、主サーバ、代替サーバ、ＩＰ電話Ａのアドレス、ＩＰ電話Ｂのアドレス及び接続
状態が登録されている。図２８の接続状態テーブルでは、呼制御セッションは呼ＩＤが12
345678であり、接続状態は接続準備中に設定されている。ＳＩＰサーバＡの呼制御部１２
は、接続状態テーブルをＳＩＰサーバＢに送信する（図２７中の処理（５）及び（ｄ１）
参照）。
【００８２】
　その後、ＳＩＰサーバＡの複製判断部１５がメディアセッションが成立したと判断した
場合には、ＳＩＰサーバＡの呼制御部１２は接続完了通知を生成してＳＩＰサーバＢに送
信する。これにより、ＳＩＰサーバＢのテーブル生成部１４は、接続状態を接続完了に変
更する。例えば、呼ＩＤが11111111の呼制御セッションではメディアセッションが成立し
、接続状態が接続完了に設定されている。
【００８３】
　ＳＩＰサーバＡの呼制御部１２は、接続状態が接続準備中に設定された接続状態テーブ
ルを複製し、接続開始通知とともにＳＩＰサーバＢに送信する。ＳＩＰサーバＢは、ＳＩ
ＰサーバＡから接続開始通知を受信すると、前述の接続状態テーブルを受信して保持する
。
　その後、呼制御セッションに伴うメッセージの送受信が行われている時にＳＩＰサーバ
Ａで障害が発生したとする。ＳＩＰサーバＢは、ＳＩＰサーバＡで障害が発生したことを
検出するための確認パケットを常時送信しており、応答パケットに基づいてＳＩＰサーバ
Ａでの障害を検出する（処理（９）、（１０）参照）。
【００８４】
　ＳＩＰサーバＢの呼制御部１２は、接続状態テーブルにおいて、代替サーバがＳＩＰサ
ーバＢであり、主サーバがＳＩＰサーバＡであり、接続状態が接続準備中であるレコード
を検索する。つまり、ＳＩＰサーバＡにより制御されている呼制御セッションのうち、メ
ディアセッションが成立しておらず、セッションが完了していない呼制御セッションを検
索する。障害の発生によりＳＩＰサーバＡでは呼制御セッションを継続することができな
い。よって、ＳＩＰサーバＢは、検索された呼制御セッションに関係するＩＰ電話Ａ及び
ＩＰ電話ＢにＢＹＥメッセージを送信し、ＳＩＰサーバＡによる呼制御セッションを終了
させる（処理（１１）、（１２）参照）。
【００８５】
　その後、ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電話Ｂは代替サーバであるＳＩＰサーバＢを介して呼制御
セッションを行い、メディアセッションを成立させる（処理（１３）～（１５）参照）。
　以上より、代替サーバは、主サーバで障害が発生した場合、主サーバによる呼制御セッ
ションのうち、まだ接続処理が完了していない中途半端な状態にある呼制御セッションを
一旦開放することにより、システムの安定性を向上させることができる。
【００８６】
　（２－２）
　上記（２－１）で生成した接続状態テーブルに関してリソースの無駄をなくす例につい
て以下に説明する。
　図２９は第２実施形態例に係る呼制御セッションを含むフローの別の一例である。図２
９中の処理（１）～（８）は、上記（２－１）と同じである。ＳＩＰサーバＡがＩＰ電話
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ＡにＩＮＶＩＴＥ（ｉｉｉ）メッセージを送信すると（処理（９）参照）、例えばＩＰ電
話Ａがコードが５００のエラーメッセージを送信したとする（処理（１０）参照）。ＳＩ
ＰサーバＡの呼制御部１２は、エラーメッセージをＩＰ電話Ａから受信すると、ＡＣＫメ
ッセージ及びメディアセッションが不成立であることを示す接続失敗通知を生成する。呼
制御部１２は、ＩＰ電話ＡにＡＣＫメッセージを送信するとともに（処理（１１）参照）
、ＳＩＰサーバＢに接続失敗通知を送信する（処理（１２）参照）。
【００８７】
　ＳＩＰサーバＢの呼制御部１２は、接続失敗通知を受信すると、接続状態テーブルにお
いて関連するレコードを削除する。ＳＩＰサーバＢの呼制御部１２は、ＳＩＰサーバＡに
より制御されている呼制御セッションのうち、メディアセッションが成立していない呼制
御セッションを検索し、検索されたレコードを削除する。つまり、ＳＩＰサーバＢの呼制
御部１２は、接続失敗通知に応じて、代替サーバがＳＩＰサーバＢであり、主サーバがＳ
ＩＰサーバＡであり、接続状態が接続準備中であるレコードを検索し削除する。これによ
り、不要なレコードを削除してリソースの無駄をなくす。なお、ＩＰ電話Ａにおいてエラ
ーが発生したものの、ＳＩＰサーバＡは呼制御セッションを継続可能である。図３０は接
続状態テーブルにおいて不要なレコードが削除される様子を示す模式図である。
【００８８】
　（３）処理の流れ
　次に、ＳＩＰサーバでのセッション情報複製方法の処理の流れについて図３１、図３２
を用いて説明する。図３１及び図３２は、第２実施形態に係るＳＩＰサーバでのセッショ
ン情報複製方法の全体の流れを示すフローチャートの一例である。図３１は主サーバであ
るＳＩＰサーバＡでの処理の流れであり、図３２は代替サーバであるＳＩＰサーバＢでの
処理の流れである。
【００８９】
　（３－１）
　まず、図３１を用いて主サーバであるＳＩＰサーバＡでの処理の流れについて説明する
。
　ステップＳ１１：ＳＩＰサーバＡの送受信部１１がパケットを送受信するとステップＳ
２に進み、パケットを送受信していない場合は待機する。
【００９０】
　ステップＳ１２：呼制御部１２は、発話要求であるＧＥＴメソッドのＨＴＴＰリクエス
トを受信すると、呼ＩＤ及びＳＩＰセッションＩＤを設定するとともに、これらのＩＤを
含む呼設定要求、セッション情報及び接続開始通知を生成する。セッション情報ＤＢ２１
はセッション情報を記憶する。
　一方、呼制御部１２は、ＩＰ電話からメディアセッションの切断要求を受信すると、終
了要求を生成する。
【００９１】
　呼制御部１２は、呼制御セッションに伴うメッセージ及び呼設定要求を監視部１３及び
テーブル生成部１４に送信する。
　監視部１３がメッセージを受信するとステップＳ１８に進む。また、テーブル生成部１
４が呼設定要求を受信するか、呼制御部１２が終了要求を生成するとステップＳ１３に進
む。
【００９２】
　ステップＳ１３～Ｓ１５：テーブル生成部１４は、呼制御部１２から呼設定要求を受信
すると、情報テーブル２２を準備するととともに、呼ＩＤ、主サーバ、代替サーバ及び各
ＩＰ電話のアドレス等を設定した接続状態テーブルを生成する（Ｓ１３、Ｓ１４）。さら
に、テーブル生成部１４は、呼制御部１２からの接続開始通知を受けて該当する呼ＩＤの
接続状態を接続準備中に設定する（Ｓ１５）。
【００９３】
　ステップＳ１６：複製処理部１６は、メディアセッションの成立前に一旦セッション情
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報を複製するとともに、接続状態テーブルを複製し、これらを送信する
　ステップＳ１７：送受信部１１は、呼制御部１２が生成した接続開始通知を代替サーバ
であるＳＩＰサーバＢに送信する。
　ステップＳ１８、Ｓ１９：呼制御部１２は、受信したメッセージがエラーメッセージか
どうかを判断する。エラーメッセージである場合は、呼制御部１２は、接続失敗通知を生
成し代替サーバであるＳＩＰサーバＢに送信する。エラーメッセージで無い場合はステッ
プＳ２０に進む。
【００９４】
　ステップＳ２０～Ｓ２２：メディアセッションの成立判断処理を行い（Ｓ２０）、メデ
ィアセッションが成立した場合は接続完了通知を生成し、セッション情報を複製してＳＩ
ＰサーバＢに送信する（Ｓ２１）。その後、情報テーブル２２を初期化する（Ｓ２２）。
　（３－２）
　次に、図３２を用いて代替サーバであるＳＩＰサーバＢでの処理の流れについて説明す
る。
【００９５】
　ステップＳ２３：呼制御部１２は、受信したパケットに主サーバであるＳＩＰサーバＡ
からの通知が含まれるかを判断する。パケットに主サーバからの通知が含まれる場合はス
テップＳ２４に進み、そうでない場合はステップＳ３０に進む。
　ステップＳ２４、Ｓ２５：呼制御部１２は、通知が接続開始通知である場合は、ＳＩＰ
サーバＡから接続状態テーブルを受信する。
【００９６】
　ステップＳ２６、Ｓ２７：呼制御部１２は、通知が接続完了通知である場合は、接続状
態テーブルの該当レコードの接続状態を接続準備中から接続完了に変更する。
　ステップＳ２８、Ｓ２９：呼制御部１２は、通知が接続失敗通知である場合は、接続状
態テーブルの該当レコードを削除する。これによりリソースの無駄を省くことができる。
　ステップＳ３０：呼制御部１２は、確認パケットに対する応答パケットを受信し、主ノ
ードであるＳＩＰサーバＡで障害が発生しているかを判断する。主ノードで障害が発生し
ている場合はステップＳ３１に進み、そうでない場合はステップＳ３３に進む。
【００９７】
　ステップＳ３１：呼制御部１２は、接続状態テーブルにおいて、ＳＩＰサーバＡにより
制御されている呼制御セッションのうち、メディアセッションが成立していない呼制御セ
ッションを検索する。
　ステップＳ３２：ＳＩＰサーバＢの呼制御部１２は、検索されたレコードに関連するＩ
Ｐ電話Ａ及びＩＰ電話ＢにＢＹＥメッセージを送信し、ＳＩＰサーバＡによる呼制御セッ
ションを終了させる。
【００９８】
　ステップＳ３３：呼制御部１２は、ＢＹＥメッセージなど終了要求をＩＰ電話に送信し
ＳＩＰサーバＢによる呼制御セッションを終了させる。それ以外の場合は、ステップＳ１
に戻る。
　（４）変形例
　上記実施形態では、接続準備中の呼制御セッションにおいて障害が発生した時に、その
呼制御セッションを開放できれば良い。よって、主サーバにより制御されている呼制御セ
ッションのうち、接続準備中である呼制御セッションを把握できれば良い。よって、接続
状態テーブルでは、少なくとも呼ＩＤ又は主サーバの識別子と、接続状態とが対応付けら
れていれば良い。
【００９９】
　また、メディアセッション成立前にセッション情報及び接続状態テーブルを生成してＳ
ＩＰサーバＢに送信するタイミングは上記タイミングに限定されない。例えば、前記タイ
ミングは、ＳＩＰサーバＡがＧＥＴメソッドのＨＴＴＰリクエストを受信してから、メデ
ィアセッションが成立するまでの間のどのタイミングでも良い。ただし、ＳＩＰサーバＡ
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がＨＴＴＰリクエストを受信した時にセッション情報及び接続状態テーブルを生成してＳ
ＩＰサーバＢに送信すると好ましい。これにより、呼制御セッションの初期に障害が発生
した場合でも、代替サーバでが主サーバの呼制御セッションを引き継ぐことができる。
【０１００】
　上記実施形態では、ＳＩＰサーバＡで接続状態テーブルを生成及び複製し、ＳＩＰサー
バＢに送信する。しかし、ＳＩＰサーバＢが接続状態テーブルを生成しても良い。例えば
、ＳＩＰサーバＡの複製処理部１５は、タイミングは特に限定されないが、メディアセッ
ションの成立前に一旦セッション情報を複製しＳＩＰサーバＢに送信する。さらに、ＳＩ
ＰサーバＡの呼制御部１２は、ＳＩＰサーバＡがメディアセッションの接続準備中である
旨の通知をＳＩＰサーバＢに送信する。ＳＩＰサーバＢのテーブル生成部１４は、セッシ
ョン情報及び前記通知に基づいて接続状態テーブルを生成する。
【０１０１】
　上記実施形態では、ＳＩＰサーバＢはＳＩＰサーバＡから接続完了通知を受信すると、
接続状態テーブルの接続状態を接続完了に変更する。しかし、ＳＩＰサーバＢは、接続状
態が接続完了に変更された接続状態テーブルをＳＩＰサーバＡから受信するようにしても
良い。
　セッション情報と接続状態テーブルとは一体であっても良い。例えば、セッション情報
に接続状態を含めても良い。
【０１０２】
　また、第１実施形態と同様に、ＳＩＰサーバＢがセッション連携テーブルを保持しても
良い。セッション連携テーブルをＳＩＰサーバＡからＳＩＰサーバＢに送信するタイミン
グは特に限定されないが、例えばメディアセッション成立前に一旦セッション情報が複製
され送信されるのと同じタイミングでも良い。また、セッション情報が複製され送信され
るよりも前のタイミングセッション連携テーブルを生成し送信しても良い。
【０１０３】
　＜その他の実施例＞
　上記実施形態では、ブラウザ端末から発呼するサービスを例に挙げて説明したが、ＩＰ
電話から直接発呼する場合にも本発明を適用可能である。この場合、まず、ＩＰ電話Ａか
らＩＮＶＩＴＥメッセージがＳＩＰサーバＡに送信される。ＳＩＰサーバＡはＩＰ電話Ａ
からのＩＮＶＩＴＥメッセージをＩＰ電話Ｂに転送する。さらに、ＩＰ電話Ａ及びＩＰ電
話Ｂ間でＳＩＰサーバＡを介して２００ＯＫメッセージ及びＡＣＫメッセージの送受信が
行われ、メディアセッションが成立する。
【０１０４】
　上記実施形態では、図３に示す各機能部により本発明の処理がなされているが、機能部
全体として本発明の処理が成されれば良く、各処理の機能部の主体は図３の構成に限定さ
れない。
　上記実施形態では、ＳＩＰサーバは２台しか記載していないが、３台以上のＳＩＰサー
バがネットワーク１００に接続されクラスタを構成していても良い。
【０１０５】
　また、ＧＥＴメソッドではなくＰＯＳＴメソッドによりＨＴＴＰリクエストを送信して
も良い。
　また、確認パケットの送信により障害を検出しているが、障害の検出方法はこれに限定
されない。
　また、前述したセッション情報複製方法を実行するシステム、前記セッション情報複製
方法をコンピュータに実行させるコンピュータプログラム及びそのプログラムを記録した
コンピュータ読み取り可能な記録媒体は、本発明の範囲に含まれる。ここで、コンピュー
タ読み取り可能な記録媒体としては、例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc－Read Only Memory）、ＭＯ（Magneto Optical disk）、Ｄ
ＶＤ（Digital Video Disc）、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ（ＤＶＤ－Random Acces
s Memory）、ＢＤ（Blue-ray Disc）、半導体メモリを挙げることができる。前記コンピ
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ュータプログラムは、前記記録媒体に記録されたものに限られず、電気通信回線、無線又
は有線通信回線、インターネットを代表とするネットワーク等を経由して伝送されるもの
であってもよい。
【０１０６】
　以上の実施形態及及びその他の実施形態に関し、更に以下の付記を開示する。
　＜付記＞
　（付記１）
　発信端末及び着信端末間でメディアデータを送受信するためのメディアセッションを成
立させる呼制御サーバが実行するセッション情報複製方法であって、
　前記メディアセッションを成立させるための呼制御セッションにおいて、前記発信端末
及び前記着信端末とメッセージの送受信を行う送受信ステップと、
　前記呼制御セッションの実行に必要なセッション情報を生成するセッション情報生成ス
テップと、
　前記メッセージに含まれる、メディアデータの送受信方法を定義したメディア情報を監
視する監視ステップと、
　前記メディア情報の監視結果に基づいて、前記メディアセッションの成立又は不成立を
判断する複製判断ステップと、
　前記メディアセッションが成立する場合、前記セッション情報を複製し、少なくとも１
の他の呼制御サーバに送信する複製処理ステップと、
　を含むセッション情報複製方法。
【０１０７】
　（付記２）
　前記複製判断ステップでは、前記監視ステップにおいて、前記発信端末から受信したメ
ディア情報の前記着信端末への送信を検出し、かつ、前記着信端末から受信したメディア
情報の前記発信端末への送信を検出すると、前記メディアセッションが成立したと判断す
る、付記１に記載のセッション情報複製方法。
【０１０８】
　発信端末及び着信端末は、メディアセッションを開始する前に、呼制御セッションにお
いてメディア情報を互いに送受信することでネゴシエーションを行い、メディアデータの
送受信方法を確定する。よって、発信端末及び着信端末間においてメディア情報が送受信
されたことを検出することで、メディアセッションの成立を判断することができる。よっ
て、呼制御サーバは、発信端末から送信されたメディア情報を着信端末に送信したことを
検出し、逆に着信端末から送信されたメディア情報を発信端末に送信したことを検出する
ことで、メディアセッションが成立したと判断することができる。
【０１０９】
　ここで、メディア情報とはメディアデータの送受信方法を記述した情報であり、例えば
メディアデータの送信先である送信先アドレス及びポート番号、送信可能なメディアデー
タの種類、メディアデータの符号化方式及び送信プロトコルなどが含まれる。
　（付記３）
　前記メディア情報は、前記メッセージの受信側が前記メディアデータを送信すべき送信
先アドレスを含み、
　前記複製判断ステップでは、前記監視ステップにおいて、前記発信端末から受信した送
信先アドレスの前記着信端末への送信を検出し、かつ、前記着信端末から受信した送信先
アドレスの前記発信端末への送信を検出すると、前記メディアセッションが成立したと判
断する、付記２に記載のセッション情報複製方法。
【０１１０】
　発信端末及び着信端末は、メディアセッションを行うためには、少なくともメディアデ
ータを送信すべき送信先アドレスをそれぞれ取得する必要がある。よって、送信先アドレ
スが、発信端末及び着信端末間で呼制御サーバを介して送受信されたことを検出すること
で、メディアセッションの成立を判断することができる。
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　（付記４）
　前記メディア情報は、前記メッセージの受信側が前記メディアデータを送信すべき送信
先ポート番号をさらに含み、
　前記複製判断ステップでは、さらに、前記監視ステップにおいて、前記発信端末から受
信した送信先ポート番号の前記着信端末への送信を検出し、かつ、前記着信端末から受信
した送信先ポート番号の前記発信端末への送信を検出すると、前記メディアセッションが
成立したと判断する、付記３に記載のセッション情報複製方法。
【０１１１】
　送信先アドレスの送受信に加えて、ポート番号が、発信端末及び着信端末間で呼制御サ
ーバを介して送受信されたことを検出することで、仮のメディアセッションを特殊なポー
ト番号(例えば0）により成立させる場合であっても端末間のメディアセッションの成立を
正確に判断することができる　（付記５）
　特定のサービスを提供するサービスサーバに対して複数の特定アドレスを対応づけて格
納する特定アドレス格納ステップと、
　前記呼制御セッションにおいて、前記発信端末がメディアデータを送信すべき送信先ア
ドレスとして、前記複数の特定アドレスのうち第１特定アドレスを割り当て、前記着信端
末がメディアデータを送信すべき送信先アドレスとして、前記複数の特定アドレスから、
前記第１特定アドレスとは異なる第２特定アドレスを割り当てる送信先アドレス割当ステ
ップと、
　をさらに含み、
　前記複製判断ステップでは、前記監視ステップにおいて、前記発信端末に送信する送信
先アドレスが前記第１特定アドレスであり、前記着信端末に送信する送信先アドレスが前
記第２特定アドレスであることを検出すると、前記メディアセッションが成立したと判断
する、付記３に記載のセッション情報複製方法。
【０１１２】
　サービスサーバは、例えば、通話の録音、通話中の各種アナウンス及びメディアデータ
の加工などの各種サービスを提供する。呼制御サーバは、自身のサービス以外にサービス
サーバによるサービスを提供する場合、発信端末及び着信端末のメディアデータの送信先
をサービスサーバに設定する。このとき、呼制御サーバは、サービスサーバに対応づけら
れた複数の特定アドレスの中から、発信端末及び着信端末がメディアデータを送信すべき
送信先アドレスをそれぞれ割り当てる。発信端末及び着信端末が割り当てられた送信先ア
ドレスを用いてメディアデータの送受信を行うとメディアセッションが成立する。よって
、呼制御サーバが発信端末及び着信端末それぞれに第１特定アドレス及び第２特定アドレ
スを送信したことに基づいて、メディアセッションの成立を判断することができる。
【０１１３】
　（付記６）
　前記複製判断ステップでは、さらに、前記送信先アドレスへの前記メディアデータの送
信を了解するメッセージを前記発信端末及び前記着信端末から受信すると、前記メディア
セッションが成立したと判断する、付記３に記載のセッション情報複製方法。
　呼制御セッションを例えばＳＩＰ（Session Initiation Protocol）で行う場合、通話
の要求、応答及び確認の３段階で行われる。例えば、呼制御サーバは、発信端末からメデ
ィア情報を含むＩＮＶＩＴＥメッセージを受信すると、そのメディア情報を含むＩＮＶＩ
ＴＥメッセージを着信端末に送信する。これに対して、呼制御サーバが発信端末に２００
ＯＫメッセージを送信すると、発信端末はＡＣＫメッセージを送信する。一方、着信端末
がメディア情報を参照して２００ＯＫを送信すると、呼制御サーバは着信端末にＡＣＫメ
ッセージを送信する。このように呼制御サーバと発信端末及び着信端末との呼制御セッシ
ョンは３段階で行われるため、呼制御サーバは２００ＯＫメッセージ又はＡＣＫメッセー
ジの送受信を検出することで、確実にメディアセッションの成立を判断することができる
。
【０１１４】
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　（付記７）
　前記他の呼制御サーバによる呼制御セッションの開始後から、前記呼制御セッションに
より制御されるメディアセッションの成立前までのいずれかの時点において、前記他の呼
制御サーバによる呼制御セッションの実行に必要なセッション情報を受信するセッション
情報受信ステップをさらに含む、付記１に記載のセッション情報複製方法。
【０１１５】
　一の呼制御サーバは、他の呼制御サーバにより制御されるメディアセッションの成立前
に一旦セッション情報を受信する。よって、他の呼制御サーバにより制御されるメディア
セッションの成立前に、他の呼制御サーバにおいて障害が発生した場合でも、セッション
情報に基づいて他の呼制御サーバによる呼制御セッションを引き継ぐことができる。
　（付記８）
　前記セッション情報受信ステップでは、前記他の呼制御サーバによる呼制御セッション
の開始時に、前記セッション情報を前記他の呼制御サーバから受信する、付記７に記載の
セッション情報複製方法。
【０１１６】
　呼制御セッションの開始時とは、呼制御セッションを開始するための最初のメッセージ
が送受信された時を言う。呼制御セッションの初期段階でセッション情報を受信すること
で、呼制御セッションの初期段階での障害発生にも対応することができる。
　（付記９）
　前記他の呼制御サーバの障害発生を検出する障害検出ステップと、
　前記障害発生を検出すると、前記セッション情報に基づいて前記他の呼制御サーバによ
る呼制御セッションを終了させるための終了要求を送信する終了要求送信ステップと、
　をさらに含む付記７に記載のセッション情報複製方法。
【０１１７】
　メディアセッションの成立前に他の呼制御サーバに障害が発生した場合でも、一の呼制
御サーバが他の呼制御サーバによる呼制御セッションの終了を制御することができる。
　（付記１０）
　前記他の呼制御サーバによる呼制御セッションの状態を記憶する状態記憶ステップをさ
らに含む、付記７に記載のセッション情報複製方法。
【０１１８】
　これにより、引き継ぎの必要な呼制御セッションを把握することができる。一の呼制御
サーバは、他の呼制御サーバで障害が発生した場合、他の呼制御サーバによる呼制御セッ
ションのうち、まだメディアセッションが成立していない、つまり完了していない呼制御
セッションを検索して引き継ぐ。
　（付記１１）
　前記他の呼制御サーバの呼制御セッションにより制御されるメディアセッションが不成
立であるとの接続失敗通知を前記他の呼制御サーバから受信する接続失敗通知受信ステッ
プと、
　前記接続失敗通知を受信すると、前記状態記憶ステップで記憶された他の呼制御サーバ
による呼制御セッションの状態を削除する削除ステップと、
　をさらに含む付記１０に記載のセッション情報複製方法。
【０１１９】
　メディアセッションが不成立になった場合には、関連する呼制御セッションの記憶を削
除することでリソースの無駄をなくすことができる。
　（付記１２）
　前記呼制御セッションは（Session Initiation Protocol）に基づいており、
　前記監視ステップでは、前記呼制御セッションで送受信されるメッセージにおいて、Ｓ
ＤＰ（Session Description Protocol）により記述された前記メディア情報を監視する、
付記１に記載のセッション情報複製方法。
【０１２０】
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　ＳＩＰに基づいた呼制御セッションではメッセージが送受信される。メッセージは、要
求の種別を記述したスタートライン、呼制御セッションの送信元及び送信先などを記述し
たヘッダ、メディア情報を含むボディから構成される。メディア情報は、メディアデータ
を送受信する端末のアドレス及びポート番号、メディアデータの種類、符号化方式などの
メディアデータの送受信方法に関する情報であり、ＳＤＰで記述されている。このような
メディア情報を参照することで、メディアセッションの成立を判断することができる。
【０１２１】
　（付記１３）
　メディアセッションの開始を他の呼制御サーバに要求するＨＴＴＰ（Hypertext Transf
er Protocol）によるＨＴＴＰセッションの識別子と、前記ＨＴＴＰセッションにより開
始する前記他の呼制御サーバによる呼制御セッションの識別子と、の対応付けを、前記他
の呼制御サーバから受信し記憶する対応付け記憶ステップをさらに含む、付記１１に記載
のセッション情報複製方法。
【０１２２】
　例えば、発呼者のＩＰ電話、発呼者のブラウザ端末、他の呼制御サーバ及び着呼者のＩ
Ｐ電話がネットワークを介して接続されている。発呼者がブラウザ端末で発呼者の電話番
号及び着呼者の電話番号を入力して発呼したとする。このような場合、発呼者のブラウザ
端末及び他の呼制御サーバ間のＨＴＴＰセッションと、発呼者のＩＰ電話、着呼者のＩＰ
電話及び他の呼制御サーバ間の呼制御セッションと、を対応づける。この対応付けは、前
記他の呼制御サーバ及び一の呼制御サーバなど複数の呼制御サーバに共有される。前記他
の呼制御サーバに障害が発生し、発呼者がブラウザ端末から一の呼制御サーバにＨＴＴＰ
メッセージを送信したとする。一の呼制御サーバは、ＨＴＴＰメッセージからＨＴＴＰセ
ッションの識別子を取得し、さらに前記対応付けから呼制御セッションの識別子を取得す
る。これにより、一の呼制御サーバは他の呼制御サーバによる呼制御セッションを引き継
ぐことができる。一方、ユーザはブラウザ端末からメディアセッションの終了などの呼制
御セッションを実行させることができる。
【０１２３】
　（付記１４）
　発信端末及び着信端末間でメディアデータを送受信するためのメディアセッションを成
立させる呼制御サーバであって、
　前記メディアセッションを成立させるための呼制御セッションにおいて、前記発信端末
及び前記着信端末とメッセージの送受信を行う送受信手段と、
　前記呼制御セッションの実行に必要なセッション情報を生成するセッション情報生成手
段と、
　前記メッセージに含まれる、メディアデータの送受信方法を定義したメディア情報を監
視する監視手段と、
　前記メディア情報の監視結果に基づいて、前記メディアセッションの成立又は不成立を
判断する複製判断手段と、
　前記メディアセッションが成立する場合、前記セッション情報を複製し、少なくとも１
の他の呼制御サーバに送信する複製処理手段と、
　を含む呼制御サーバ。
【０１２４】
　（付記１５）
　発信端末及び着信端末間でメディアデータを送受信するためのメディアセッションを成
立させるコンピュータが実行するセッション情報複製プログラムであって、
　前記メディアセッションを成立させるための呼制御セッションにおいて、前記発信端末
及び前記着信端末とメッセージの送受信を行う送受信ステップと、
　前記呼制御セッションの実行に必要なセッション情報を生成するセッション情報生成ス
テップと、
　前記メッセージに含まれる、メディアデータの送受信方法を定義したメディア情報を監
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視する監視ステップと、
　前記メディア情報の監視結果に基づいて、前記メディアセッションの成立又は不成立を
判断する複製判断ステップと、
　前記メディアセッションが成立する場合、前記セッション情報を複製し、少なくとも１
の他の呼制御サーバに送信する複製処理ステップと、
　をコンピュータに実行させるためのセッション情報複製プログラム。
【図面の簡単な説明】
【０１２５】
【図１】第１実施形態例に係るネットワーク構成図。
【図２】第1実施形態例に係る呼制御セッションを含むフローの一例。
【図３】第１実施形態に係るＳＩＰサーバＡのハードウェア構成及び機能構成を示すブロ
ック図。
【図４】クラスタを構成の一例。
【図５】（ａ）ＧＥＴメソッドのＨＴＴＰリクエストの記述例。（ｂ）ＳＩＰのＩＮＦＯ
メソッドによる発呼要求の記述例。
【図６】ＩＮＶＩＴＥ（ｉ）メッセージの記述例。
【図７】２００ＯＫ（ｉ）メッセージの記述例。
【図８】ＩＮＶＩＴＥ（ｉｉ）メッセージの記述例。
【図９】２００ＯＫ（ｉｉ）メッセージの記述例。
【図１０】ＩＮＶＩＴＥ（ｉｉｉ）メッセージの記述例。
【図１１】２００ＯＫ（ｉｉｉ）メッセージの記述例。
【図１２】図５に示すＨＴＴＰリクエストに基づいて呼制御部１２が生成するセッション
情報の一例。
【図１３】図２中の（ａ１）～（ａ５）の各時点での情報テーブル。
【図１４】第１実施形態に係るＳＩＰサーバでのセッション情報複製方法の全体の流れを
示すフローチャートの一例。
【図１５】第１実施形態に係るメディアセッション成立判断処理の流れを示すフローチャ
ートの一例。
【図１６】変形例１に係る呼制御セッションを含むフローの一例。
【図１７】パケットに含まれる情報の記述例。
【図１８】図１６中の（ｃ１）に示すセッション連携テーブルの一例。
【図１９】変形例２に係るネットワーク構成図。
【図２０】変形例２に係る呼制御セッションを含むフローの一例。
【図２１】変形例２に係るＳＩＰサーバＡのハードウェア構成及び機能構成を示すブロッ
ク図。
【図２２】特定アドレステーブルの一例。
【図２３】変形例２におけるＩＮＶＩＴＥ（ｉｉ）メッセージの記述例。
【図２４】変形例２におけるＩＮＶＩＴＥ（ｉｉｉ）メッセージの記述例。
【図２５】図２０中の（ａ１）、（ａ２）、（ｂ１）～（ｂ３）の各時点での情報テーブ
ル。
【図２６】図２中の（ａ１）～（ａ５）の各時点での変形例３の情報テーブル。
【図２７】第２実施形態例に係る呼制御セッションを含むフローの一例。
【図２８】図２７の（ｄ１）に示す接続状態テーブルの一例。
【図２９】第２実施形態例に係る呼制御セッションを含むフローの別の一例。
【図３０】接続状態テーブルにおいて不要なレコードが削除される様子を示す模式図。
【図３１】第２実施形態に係るＳＩＰサーバでのセッション情報複製方法の全体の流れを
示すフローチャートの一例。
【図３２】第２実施形態に係るＳＩＰサーバでのセッション情報複製方法の全体の流れを
示すフローチャートの一例。
【符号の説明】
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【０１２６】
１１：送受信部       
１２：呼制御部       
１３：監視部  
１４：テーブル生成部 
１５：複製判断部     
１６：複製処理部     
２１：セッション情報ＤＢ    
２２：情報テーブル   
２３：クラスタ構成テーブル  
２４：特定アドレステーブル

【図１】 【図２】
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【図２１】
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